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1 はじめに 

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会（以下「協会」という。）は、２０２７年国際園芸博覧会 

（以下「本園芸博」という。）の開催に必要な事業及びその方針を示した「２０２７年国際園芸博覧会基

本計画（以下「基本計画」という。）」を 2023 年１月に策定し、本園芸博のテーマを「幸せを創る明日の

風景」としている。 

また、国際園芸家協会（以下「AIPH」という。）の規則等に基づき、サステナブルな国際園芸博覧会を

実現するため、基本方針や目標等を定めた「サステナビリティ戦略（以下「戦略」という。）」と、戦略を

実現するためのアクションや実施スケジュール等を定めた「サステナビリティ実施計画」を 2024 年３月

に策定し、AIPH に提出した。 

協会は、基本計画や戦略、実施計画等で検討した内容を踏まえ、「サステナビリティ教育計画（以下「教

育計画」という。）」を策定する。 

なお、協会では、環境や人権、労働等の専門家で構成する「持続可能性有識者委員会」において、サス

テナビリティ戦略、実施計画、教育計画、C&E 計画等の検討を行った。有識者委員会の資料については、

協会のウェブサイト（https://expo2027yokohama.or.jp/）で公表している。 

教育計画の策定に当たり、AIPH の要求事項である、教育計画の目的、対象者、AIPH が特に重視する

対象者に対するアクションについて、以下の通り記載する。 

 

1.1 目的 

教育計画は、本園芸博の準備、開催運営等を通じ、全てのステークホルダーに対して、サステナビリテ

ィに関する意識向上や学習を促進することを目的とする。 

 

1.2 対象者 

教育計画では、サステナビリティ実施計画で設定した、本園芸博の成功に重要な役割を果たすステーク

ホルダーである、「来場者」、「出展者等」、「ボランティア」、「市民・地域社会」、「NPO・NGO」、「事業

者」、「有識者等」、「政府・自治体」、「協会職員・運営スタッフ等」の９つから対象者を設定する。 

AIPH が特に重視する４つの対象者である、「来場者」、「建設・施設管理者」、「国内外のスタッフ」、「ボ

ランティア」に対しては、以下のようなアクションを実施する。 

「来場者」に対しては、主催者展示、公式参加者（国・国際機関）の出展、花・緑出展、Village 出展

等を通じた情報発信等のアクションを実施する。 

「建設・施設管理者」に対しては、工事、アクセシビリティ等のガイドラインの策定・推進等のアクシ

ョンを実施する。「建設・施設管理者」は、対象者のうち、「出展者等」、「事業者」、「協会職員・運営ス

タッフ等」が該当する。 

「国内外のスタッフ」に対しては、ISO20121（イベント・サステナビリティマネジメントシステム

（ESMS）の国際規格）の認証取得・運用、協会職員への研修の実施等のアクションを実施する。「国内

外のスタッフ」は、対象者のうち、「協会職員・運営スタッフ等」が該当する。 

「ボランティア」に対しては、ISO20121 の認証取得・運用等のアクションを実施する。 

https://expo2027yokohama.or.jp/
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2 実施計画 

2.1 アクション 

サステナビリティ実施計画では、戦略で設定した各目標を実現するためのアクションを記載した。この

サステナビリティ実施計画に記載した目標・アクションのうち、サステナビリティ教育に関する目標・ア

クションと、教育計画の策定に伴う追加的なアクションを含めた計 22 のアクションを記載する。 

各アクションについて、実施目的、責任者、方法、メッセージ、主な対象者、対象人数、タイムライン

（頻度・時期）を記載する。 

 

記載項目 概要 

実施目的 アクションの実施目的 

責任者 アクションを実施する責任者 

方法 アクションの実施方法 

メッセージ アクションを通じて主な対象者に発信するメッセージ 

主な対象者 アクションの主な対象者 

対象人数 定義した対象者の人数 

タイムライン（頻度・時期） アクションを実施する頻度や時期等のタイムライン 
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目標 ID アクション 実施目的 責任者 方法 メッセージ 主な対象者 
対象 

人数 

タイムライン 

（頻度・時期） 

水消費量の

削減 

2-1-2 潅水消費量の

削減対策の実

施 

潅水消費量の削減対策

の実施を通じ、関係者

の環境意識を向上させ

る 

協会、 

出展者等 

多様なステーク

ホルダーに対す

る削減対策の実

施の促進 

潅水消費量の削

減対策の実施に

より、サステナ

ブルな園芸博を

実現する 

（建設・施

設管理者） 

出展者等、

事業者、協

会職員・運

営スタッフ

等 

未算定 ・準備、開催、

撤去の各期間

に対策を実施 

脱炭素化に

向けた温室

効果ガスの

排出削減 

3-1-2 温室効果ガス

の削減対策の

実施 

温室効果ガスの削減対

策の実施を通じ、関係

者の環境意識を向上さ

せる 

協会、 

出展者

等、 

事業者 

多様なステーク

ホルダーに対す

る削減対策の実

施の促進 

温室効果ガスの

削減対策の実施

により、サステ

ナブルな園芸博

を実現する 

（建設・施

設管理者） 

出展者等、

事業者、協

会職員・運

営スタッフ

等 

未算定 ・サステナビリ

ティ戦略・実

施計画を策

定：2024 年

3 月 

・準備、開催、

撤去の各期間

に対策を実施 

省エネ型の

設備の導入 

4-2-2 エネルギー使

用量の削減対

策の実施 

エネルギー使用量の削

減対策の実施を通じ、

関係者の環境意識を向

上させる 

協会、 

出展者

等、 

事業者 

多様なステーク

ホルダーに対す

る削減対策の実

施の促進 

エネルギー使用

量の削減対策の

実施により、サ

ステナブルな園

芸博を実現する 

（建設・施

設管理者） 

出展者等、

事業者、協

会職員・運

営スタッフ

等 

未算定 ・サステナビリ

ティ戦略・実

施計画を策

定：2024 年

3 月 

・準備、開催、

撤去の各期間

に対策を実施 

周辺環境へ

の影響の低

減 

5-1-2 工事に関する

ガイドライン

等の策定・推

進 

環境影響評価の実施結

果等を踏まえ、工事に

関するガイドライン等

を策定し、周辺環境へ

の影響を低減させる 

協会 環境影響評価の

実施結果等を踏

まえ、工事に関

するガイドライ

ン等を策定し、

工事関係者に対

して周知 

工事に関する周

辺環境への影響

を低減する 

（建設・施

設管理者）

出展者等、

事業者、協

会職員・運

営スタッフ

等 

未算定 ・ガイドライン

の策定：

2025 年度 

・準備、撤去の

各期間にガイ

ドラインに基

づき対策を実

施 

持続可能性

に配慮した

建設資材の

調達 

7-3-3 持続可能性に

配慮した調達

コードの策

定・運用 

本園芸博の開催のため

に必要な物品・サービ

ス・工事等について、

持続可能性に配慮した

調達を行う 

協会、 

出展者

等、 

事業者 

調達コードを策

定し、協会や出

展者等の調達の

際に遵守を義務

付け、説明会等

での周知・普及

等を実施 

調達コードの遵

守をサプライヤ

ー、出展者等の

関係者との共同

の取組として推

進するととも

に、調達コード

が本園芸博のレ

ガシーとして、

社会に持続可能

性への配慮が広

がるように働き

かける 

出展者等、

事業者、政

府・自治

体、協会職

員・運営ス

タッフ等 

未算定 ・調達コードの

策定、運用の

開始：2024

年１月 

・通報受付窓口

の設置：

2024 年 10 月

頃 
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目標 ID アクション 実施目的 責任者 方法 メッセージ 主な対象者 
対象 

人数 

タイムライン 

（頻度・時期） 

会場計画へ

のユニバー

サルデザイ

ンの導入 

9-3-1 アクセシビリ

ティ・ガイド

ラインの策

定・推進 

全ての人々が安全・快

適に過ごせるように配

慮した計画・整備を行

うため、ガイドライン

を策定・推進する 

協会 アクセシビリテ

ィ・ガイドライ

ンを策定し、ガ

イドラインに沿

って計画・整

備・運用を実施 

全ての人々が安

全・快適に過ご

せるように配慮

した園芸博を実

現する 

（建設・施

設管理者） 

出展者等、

事業者、協

会職員・運

営スタッフ

等 

未算定 ・検討会の開

催、アクセシ

ビリティ・ガ

イドラインの

策定：2024

年度 

・準備、開催期

間中に、ガイ

ドラインに沿

って計画・整

備・運用を行

う 

海外からの

参加者（公

式参加者）

に向けた情

報提供 

10-1-3 海外からの参

加者（公式参

加者）への各

種規則・ガイ

ドライン等の

策定・周知 

各種規則・ガイドライ

ン等を策定し、本園芸

博の趣旨や、展示・出

展・コンペティショ

ン、各種申請や手続

き、サプライヤー等に

関する情報を共有する 

協会 公式参加者向け

ウェブページ等

を用いた情報提

供 

人と自然が共生

する未来社会の

在り方として

「日本モデル」

を提示し、本園

芸博の開催意義

を共有する 

出展者等

（公式参加

者） 

70 程度 

の国・ 

国際機関 

・各種規則・ガ

イドライン等

の策定・周

知：2022 年

～ 

食品ロスの

削減の推進 

11-1-2 飲食に関する

ガイドライン

等の策定・推

進 

ガイドライン等を策定

し、食品ロスの削減等

を図り、環境負荷の低

減やサステナビリティ

に配慮した運営を行う 

協会 ガイドラインを

策定し、来場者

や出展者等に周

知する 

ガイドライン等

の策定により、

サステナブルな

園芸博を実現す

る 

来場者、出

展者等、事

業者、協会

職員・運営

スタッフ等 

有料来場

者数： 

1,000 万

人以上 

・ガイドライン

等の策定：

2024 年度 

・準備、開催期

間中に出展者

等に周知 

・開催期間中に

来場者に呼び

かけ 

ESMS（イ

ベント・サ

ステナビリ

ティマネジ

メントシス

テム）の構

築 

11-3-3 ISO20121 の

認証取得・運

用 

ISO20121 の認証取

得・運用により、サス

テナブルなイベントの

運営を実現する 

協会 ESMS の関係資

料を作成し、協

会職員や出展者

等に周知 

ISO20121 の認

証取得・運用に

より、サステナ

ブルな園芸博を

実現する 

出展者等、

ボランティ

ア、事業

者、協会職

員・運営ス

タッフ等 

未算定 ・ISO20121 の

審査機関から

の認証取得・

運用：2026

年度～ 

（追加） add- 

0-1 

協会職員への

研修の実施 

協会職員に対して、サ

ステナビリティを含む

研修を実施し、意識を

向上させる 

協会 研修の実施 サステナビリテ

ィを含む研修を

実施し、意識を

向上させる 

（建設・施

設管理者） 

協会職員 

未算定 ・転入者研修：

職員着任時等 

・テーマ別研

修：随時 
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目標 ID アクション 実施目的 責任者 方法 メッセージ 主な対象者 
対象 

人数 

タイムライン 

（頻度・時期） 

（追加） add- 

0-2 

資源循環の関

係対策の実施 

「循環経済（サーキュ

ラーエコノミー）」 

の観点を踏まえ、未来

社会を見据えた

GREEN×EXPO 2027

の名にふさわしい取組

を推進する 

協会 「GREEN サー

キュラー建築」

の推進や、再生

可能な植物資源

の活用など素材

使用方針の設

定、分別・3R

の徹底等を実施 

資源循環の関係

対策の実施によ

り、サステナブ

ルな園芸博を実

現する 

来場者、ボ

ランティ

ア、市民・ 

地域社会、

政府・自治

体 

（建設・施

設管理者） 

出展者等、

事業者、協

会職員・運

営スタッフ

等 

有料来場

者数： 

1,000 万

人以上 

・サステナビリ

ティ戦略・実

施計画を策

定：2024 年

3 月 

・資源循環の考

え方を策定：

2025 年 3 月 

・準備、開催、

撤去の各期間

に対策を実施 

（追加） add- 

0-11 

開催 1000 日

前イベントの

実施 

国内外の多くの方に参

加・参画いただき、一

人ひとりの市民が多様

に参加・参画し、とも

に創り上げる園芸博を

目指していくためのキ

ックオフとする 

協会 ワークショップ

やステージイベ

ント、展示等の

プログラムの実

施 

市民参加のキッ

クオフ！ 

“幸せを創る明

日の風景”を共

に描く 2days 

来場者、出

展者等、市

民・地域社

会 

来場者

数： 

約 3 万人 

・イベント実

施：2024 年

6 月 22-23 日 

（追加） add- 

0-12 

県立横浜瀬谷

高等学校等に

よる「フラワ

ーロードプロ

ジェクト」と

の連携 

横浜瀬谷高校の生徒等

が、市民参加の活動と

して関係団体と協力

し、瀬谷駅前から本園

芸博会場までの道路

1.5 キロメートルに花

を植栽する「フラワー

ロードプロジェクト」

を実施し、機運を醸成

する 

市民・ 

地域社会 

瀬谷駅前から本

園芸博会場まで

の道路に花を植

栽 

瀬谷に花を咲か

せよう！ 

GREEN×

EXPO 2027 に

つなげよう！ 

市民・地域

社会（学

生・教職員

等） 

第５回プ

ロジェク

ト参加者

数： 

約 250 人 

・第５回プロジ

ェクト：

2023 年 12 月

10 日 

（追加） add- 

0-13 

県立農業高校

との共創プロ

ジェクト

「GREEN 

LEADERSHI

P CLUB」の

推進 

花や緑、農・食の未来

を牽引する次世代のリ

ーダーの育成を目指

し、本園芸博について

学び、積極的に参加で

きる場として活動する 

協会、 

市民・ 

地域社会 

本園芸博のテー

マなどを学び、

企画案を考える

などの活動を実

施 

神奈川県立の農

業高校５校の生

徒による未来の

ための共創プロ

ジェクト 

市民・地域

社会（学

生・教職員

等） 

高校生メ

ンバー： 

49 人 

・CLUB の立

ち上げ：

2023 年 12 月

8 日 

・プレゼン発表

会の開催：

2024 年 6 月

17 日 

・今後の活動：

～開催期間 
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目標 ID アクション 実施目的 責任者 方法 メッセージ 主な対象者 
対象 

人数 

タイムライン 

（頻度・時期） 

（追加） add- 

0-14 

ヨコハマ未来

創造会議との

連携 

本園芸博の開催を契機

に、次世代を担う若者

が環境にやさしい生活

や社会を目指して議論

し、アクションを起こ

すきっかけをつくり、

GREEN×EXPO 2027

での発信と新たなグリ

ーン社会の実現を目指

す 

政府・ 

自治体 

ヨコハマ未来創

造会議との連携 

次世代を担う若

者とともに

GREEN×

EXPO 2027 を

創り、その感性

とアイデアを未

来の横浜に繋げ

る 

市民・地域

社会（学

生・若者世

代等） 

ヨコハマ

未来創造

会議メン

バー： 

約 120 人 

・キックオフイ

ベントの開

催：2023 年

12 月 10 日 

・本格始動フラ

ッグアップイ

ベントの開

催：2024 年

7 月 30 日 

・中間発表会の

開催：2024

年 10 月 8 日 

・ワークショッ

プの開催：月

１回 

（追加） add- 

0-15 

大学共創フォ

ーラムの開催 

本園芸博の目指すビジ

ョンや共創の姿を全国

の大学関係者と共有

し、出展等の大学の参

加・連携、学生の参加

等について、理解いた

だく 

協会 オンラインによ

るフォーラムの

開催 

フォーラムを契

機として、出展

等大学の参加・

連携、学生の参

加等につなげる 

市民・地域

社会（学

生・教職員

等） 

未算定 ・フォーラムの

開催：2024

年 5 月 31

日、6 月 5 日 

（追加） add- 

0-16 

教育プログラ

ム コンセプ

トブックの活

用 

本園芸博が児童・生徒

の探究学習の場とし

て、相応しい場である

ことの認識が深まり、

今後の教育旅行・体験

学習の場として選択さ

れる 

協会 国内各教育委員

会への発信、公

式ウェブサイト

への掲載、その

他 PR 活動など

により学校現場

での活用を促進 

本園芸博は、こ

どもたちの自ら

考える力や想像

力を育み、新た

な価値観、行動

変容のきっかけ

となることを目

指す 

来場者、市

民・地域社

会（児童・

生徒・教職

員等） 

未算定 ・コンセプトブ

ックの公表：

2024 年 11 月 

・コンセプトブ

ックの活用：

～開催期間 

（追加） add- 

0-19 

主催者展示を

通じた情報発

信 

一人ひとりが自然との

共生の重要性に気づ

き、「自分にとっての

自然とのつながり方」

を発見し、意識変容・

行動変容のきっかけと

なる展示体験を創出す

る 

協会 主催者展示・行

催事等を通じた

情報発信・体験

提供 

本園芸博のテー

マを展示や行催

事等で表現する 

来場者 有料来場

者数： 

1,000 万

人以上 

・開催期間に主

催者展示を通

じた情報発信

を実施 

（追加） add- 

0-20 

公式参加者

（国・国際機

関）の出展を

通じた情報発

信 

世界各国や国際機関等

による出展により、世

界の多様な園芸文化、

食農文化、環境施策等

を発信する 

協会、 

出展者等

（公式参

加者） 

公式参加者の出

展やナショナル

デー・スペシャ

ルデー等を通じ

た情報発信 

各国・組織の

様々な分野での

技術や文化、知

識を披露し、花

き・造園産業、

食や農、環境に

係る取組等の発

展に寄与する 

来場者 有料来場

者数： 

1,000 万

人以上 

・開催期間に公

式参加者の出

展を通じた情

報発信を実施 
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目標 ID アクション 実施目的 責任者 方法 メッセージ 主な対象者 
対象 

人数 

タイムライン 

（頻度・時期） 

（追加） add- 

0-21 

花・緑出展を

通じた情報発

信 

出展者の庭園作品や生

産品を展示し、コンペ

ティションにより技術

や魅力を世界へ発信す

る 

協会、 

出展者等 

花・緑出展やコ

ンペティション

等を通じた情報

発信 

日本の園芸の技

術や魅力を世界

へ発信する 

来場者 有料来場

者数： 

1,000 万

人以上 

・開催期間に

花・緑出展を

通じた情報発

信を実施 

（追加） add- 

0-22 

Village 出展を

通じた情報発

信 

GREEN の力と産業活

動が融合した姿を示

し、本園芸博のテーマ

である「幸せを創る明

日の風景」を創出する 

協会、 

出展者等 

Village 出展を通

じた情報発信 

GREEN の力と

産業活動が融合

した姿を示す 

来場者 有料来場

者数： 

1,000 万

人以上 

・開催期間に

Village 出展

を通じた情報

発信を実施 

（追加） add- 

0-23 

グリーンイン

フラの情報発

信 

グリーンインフラの実

装により、生物多様性

が保全された、自然と

共生し、安全・快適な

空間を形成し、多様な

活動を支える空間モデ

ル及びその連携を提示

する 

協会 グリーンインフ

ラの情報発信 

自然と共生し、

安全・快適な空

間を形成する 

来場者 有料来場

者数： 

1,000 万

人以上 

・開催期間にグ

リーンインフ

ラの情報発信

を実施 
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各アクションについて、どのステークホルダーを主な対象者としているかを明確にするため、表で記載

する。前述したアクションの表の「主な対象者」に記載した対象者について、以下の表に「○」を記載し

ている。 

なお、教育計画では、全てのステークホルダーに対して、サステナビリティに関する意識向上や学習を

促進するが、ここでは「主な対象者」のターゲットを明確にするため、「○」を絞って記載している。 

 

ID アクション 

主な対象者 

来場者 
出展者

等 

ボラン 

ティア 

市民・ 

地域 

社会 

NPO

・
NGO 

事業者 
有識者

等 

政府・ 

自治体 

協会職

員・運

営スタ

ッフ等 

2-1-2 潅水消費量の削減対策の実施 ― ○ ― ― ― ○ ― ― ○ 

3-1-2 温室効果ガスの削減対策の実施 ― ○ ― ― ― ○ ― ― ○ 

4-2-2 エネルギー使用量の削減対策の実施 ― ○ ― ― ― ○ ― ― ○ 

5-1-2 工事に関するガイドライン等の策定・推進 ― ○ ― ― ― ○ ― ― ○ 

7-3-3 持続可能性に配慮した調達コードの策定・運用 ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ 

9-3-1 アクセシビリティ・ガイドラインの策定・推進 ― ○ ― ― ― ○ ― ― ○ 

10-1-3 
海外からの参加者（公式参加者）への各種規

則・ガイドライン等の策定・周知 
― ○ ― ― ― ― ― ― ― 

11-1-2 飲食に関するガイドライン等の策定・推進 ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ 

11-3-3 ISO20121 の認証取得・運用 ― ○ ○ ― ― ○ ― ― ○ 

add-0-1 協会職員への研修の実施 ― ― ― ― ― ― ― ― ○ 

add-0-2 資源循環の関係対策の実施 ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ○ 

add-0-11 開催 1000 日前イベントの実施 ○ ○ ― ○ ― ― ― ― ― 

add-0-12 
県立横浜瀬谷高等学校等による 

「フラワーロードプロジェクト」との連携 
― ― ― ○ ― ― ― ― ― 

add-0-13 
県立農業高校との共創プロジェクト 

「GREEN LEADERSHIP CLUB」の推進 
― ― ― ○ ― ― ― ― ― 

add-0-14 ヨコハマ未来創造会議との連携 ― ― ― ○ ― ― ― ― ― 

add-0-15 大学共創フォーラムの開催 ― ― ― ○ ― ― ― ― ― 

add-0-16 教育プログラム コンセプトブックの活用 ○ ― ― ○ ― ― ― ― ― 

add-0-19 主催者展示を通じた情報発信 ○ ― ― ― ― ― ― ― ― 

add-0-20 
公式参加者（国・国際機関）の出展を通じた情

報発信 
○ ― ― ― ― ― ― ― ― 

add-0-21 花・緑出展を通じた情報発信 ○ ― ― ― ― ― ― ― ― 

add-0-22 Village 出展を通じた情報発信 ○ ― ― ― ― ― ― ― ― 

add-0-23 グリーンインフラの情報発信 ○ ― ― ― ― ― ― ― ― 
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2.2 ガントチャート 

「2.1 アクション」で設定した、各アクションの実施スケジュールをガントチャートで記載する。 

 

 

  

ID アクション 
2023 

年度 

2024

年度 

2025

年度 

2026

年度 

2027

年度 

2028

年度 

2-1-2 潅水消費量の削減対策の実施       

3-1-2 温室効果ガスの削減対策の実施       

4-2-2 エネルギー使用量の削減対策の実施       

5-1-2 工事に関するガイドライン等の策定・推進       

7-3-3 持続可能性に配慮した調達コードの策定・運用       

9-3-1 アクセシビリティ・ガイドラインの策定・推進       

10-1-3 
海外からの参加者（公式参加者）への各種規則・ 

ガイドライン等の策定・周知 
      

11-1-2 飲食に関するガイドライン等の策定・推進       

11-3-3 ISO20121 の認証取得・運用       

add-0-1 協会職員への研修の実施       

add-0-2 資源循環の関係対策の実施       

add-0-11 開催 1000 日前イベントの実施       

add-0-12 
県立横浜瀬谷高等学校等による 

「フラワーロードプロジェクト」との連携 
      

add-0-13 
県立農業高校との共創プロジェクト 

「GREEN LEADERSHIP CLUB」の推進 
      

add-0-14 ヨコハマ未来創造会議との連携       

add-0-15 大学共創フォーラムの開催       

add-0-16 教育プログラム コンセプトブックの活用       

add-0-19 主催者展示を通じた情報発信       

add-0-20 公式参加者（国・国際機関）の出展を通じた情報発信       

add-0-21 花・緑出展を通じた情報発信       

add-0-22 Village 出展を通じた情報発信       

add-0-23 グリーンインフラの情報発信       
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3 評価 

「2 実施計画」に記載したアクションのうち、教育計画の策定時点で実施したアクションについて、

日程、実施人数、振り返り（良い点、改善点）の評価を記載する。 

 

記載項目 概要 

日程 アクションを実施した日程 

実施人数 アクションを実施した対象人数 

振り返り（良い点、改善点） アクションを実施した振り返り（良い点、改善点） 

 

 

ID アクション 日程 実施人数 振り返り（良い点、改善点） 

3-1-2 温室効果ガスの削減対策

の実施 

・サステナビリティ戦略・実施計

画を策定：2024 年 3 月 

・準備、開催、撤去の各期間に対

策を実施 

未算定 ・本園芸博の脱炭素化に向け

て、削減対策を検討、実施中 

4-2-2 エネルギー使用量の削減

対策の実施 

・サステナビリティ戦略・実施計

画を策定：2024 年 3 月 

・準備、開催、撤去の各期間に対

策を実施 

未算定 ・本園芸博の省エネに向けて、

削減対策を検討、実施中 

7-3-3 持続可能性に配慮した調

達コードの策定・運用 

・調達コードの策定、運用の開

始：2024 年１月 

・通報受付窓口の設置：2024 年

10 月 

未算定 ・大規模な工事や出展等の公募

前に調達コードを策定できた 

・説明会等での周知・普及等を

通じて、調達コードを多くの

関係者にご理解いただき、遵

守を推進する 

9-3-1 アクセシビリティ・ガイ

ドラインの策定・推進 

・検討会の開催：2024 年度 未算定 ・検討会を開催し、学識経験者

や当事者等の意見を踏まえた

ガイドラインの検討を進めて

いる 

10-1-3 海外からの参加者（公式

参加者）への各種規則・

ガイドライン等の策定・

周知 

・一般規則の策定：2022 年 11 月

BIE 承認 

・特別規則の策定：2023 年６月

以降 BIE 承認 

未算定 ・各種規則・ガイドライン等を

策定・周知し、海外からの参

加者（公式参加者）に適切に

情報提供できている 

11-1-2 飲食に関するガイドライ

ン等の策定・推進 

・ガイドライン等の策定：2024

年度 

未算定 ・ガイドラインの策定を進めて

いる 

add-0-1 協会職員への研修の実施 ・転入者研修：職員着任時 未算定 ・協会の転入者に対して、サス

テナビリティを含む研修を実

施した 
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ID アクション 日程 実施人数 振り返り（良い点、改善点） 

add-0-2 資源循環の関係対策の実

施 

・サステナビリティ戦略・実施計

画を策定：2024 年 3 月 

・資源循環の考え方を策定：

2025 年 3 月 

・準備、開催、撤去の各期間に対

策を実施 

未算定 ・サステナビリティ戦略等の内

容を踏まえ、資源循環の検討

方針や対策、目標等を定めた

「資源循環の考え方」を策定 

add-0-11 開催 1000 日前イベントの

実施 

・イベント実施：2024 年 6 月

22-23 日 

来場者数： 

約 3 万人 

・約３万人に来場いただき、本

園芸博の機運醸成を図った 

add-0-12 県立横浜瀬谷高等学校等

による「フラワーロード

プロジェクト」との連携 

・第５回プロジェクト：2023 年

12 月 10 日 

・開催 1000 日前記者発表会での

活動の紹介：2024 年 6 月 22 日 

第５回プロ

ジェクト： 

約 250 人 

・地元の高校等による市民参加

の活動を通じて、機運醸成を

図った 

add-0-13 県立農業高校との共創プ

ロジェクト「GREEN 

LEADERSHIP CLUB」の

推進 

・CLUB の立ち上げ：2023 年 12

月 8 日 

・プレゼン発表会の開催：2024

年 6 月 17 日 

・かわさきフェアとの連携・出

展：2024 年 10 月 19 日～11 月

17 日 

高校生メン

バー： 

49 人 

・各学校の生徒によるプレゼン

テーション、協会の幹部や職

員との意見交換ができた 

・フェアと連携、出展し、本園

芸博の機運醸成を図った 

add-0-14 ヨコハマ未来創造会議と

の連携 

・キックオフイベントの開催：

2023 年 12 月 10 日 

・本格始動フラッグアップイベン

トの開催：2024 年 7 月 30 日 

・中間発表会の開催：2024 年 10

月 8 日 

・ワークショップの開催：月１回 

ヨコハマ未

来創造会議

メンバー： 

約 120 人 

・若者たちが主体的・自発的に

分科会活動に取り組んでお

り、応援の輪が広がっている 

add-0-15 大学共創フォーラムの開

催 

・フォーラムの開催：2024 年 5

月 31 日、6 月 5 日 

参加者数： 

29 大学、

48 人 

・フォーラムの開催を通じて、

大学の参加・連携等につい

て、ご理解いただいた 

add-0-16 教育プログラム コンセプ

トブックの活用 

・コンセプトブックの公表：

2024 年 11 月 

未算定 ・コンセプトブックを公表し、

児童・生徒の探究学習の機会

を提供できた 

 


